
デュアルタイムリピーター　操作ガイド

｢基準位置の確認と合わせ方｣は基本時刻やカレンダーの各表示にずれがある場合か、通常の調整がうまくいかない場合のみ行ってください。

時計の見方

この時計は時差が生じる時刻を同時に表示する｢デュアルタイム｣、3通りのアラーム設定ができる｢アラーム｣、現時刻を音で
知らせる｢ミニッツリピーター｣、2100年まで自動修正する｢パーペチュアルカレンダー｣の4つの機能を搭載しています。

時刻合わせ

<注意> 基本時計の時刻合わせを行った後は、必ず、副時計の時刻を基本時計の時刻に合わせ直してください。これが合って
いないと時刻報知やアラームが正しく報時しません。

―基本時計の時刻合わせ―

（1）秒針が0秒で停止するように、りゅうずを2段引きにします。

（2）りゅうずを左右いずれかに回転させて、時・分針を現在時刻に合わ
せます。

―副時計（ローカルタイム）の時刻合わせ―

（3）Bボタンを押して副時計（ローカルタイム）の時・分針を基本時計の時
刻に合わせます。

※Bボタンは1回押すごとに1分ずつ進み、押し続ければ早送りします。

<注意>副時計は分針→時針→午前／午後識別針と連動していますので、午
前／午後に注意して時刻を合わせて下さい。

（4）副時計の秒針が0秒に停止していないときは、Aボタンを押して秒針（4）副時計の秒針が0秒に停止していないときは、Aボタンを押して秒針
0秒に合わせます。
※Aボタンは1回押すごとに1秒ずつ進み、押し続ければ早送りします。

（5）りゅうずを正しい位置に押し込みます。

カレンダーの合わせ方

（1）りゅうずを1段引きにします。

―日付合わせ―

（2）Aボタンを押して日針を合わ
せます。 

―うるう年経過年・月合わせ―

（3）Bボタンを押してうるう年経過年→月針の順に合わせます。月針と
うるう年経過年針は連動しています。

左図は3年目の範囲内に針があるので”うるう年から3年目”である
ことがわかります。

―曜日合わせ―

（4）Cボタンを押して曜針を合わせます。

（5）りゅうずを通常位置に押し込みます。

※各ボタンは1回押すごとに針がひとつずつ進み、A、Bボタンは押し続けると早送りします。

通常表示

ローカルタイム午前７時09分
通常の時計表示は図のようになります。

通常表示例：
基本時刻10時09分35秒／1日／火曜日

この通常表示状態で
○Aボタンを押すことにより時刻報知音が鳴り
ます。詳しくは下記「時刻報知音」を参照下さい。

○○Bボタンを押すことにカレンダー呼び出しが
できます。詳しくは下記「カレンダー呼び出し」
をご参照下さい。

―時刻報知音―

通常表示でAボタンを約1秒以上押すと、そのときの時刻を報知
音で知らせます（りゅうずは通常位置のままです）。

※モード針が曜日表示（通常表示）でないとこの機能は働きません。
※報知時刻は12時間制です。

―カレンダー呼び出し―

Bボタンを約2秒以上押すと、ローカルタイム時･分針がうるう年経過年及び月に替わります（りゅうずは通常位置のままです）。

（例）7時32分の報知音
（1）「高い音」が1秒毎に7回鳴ります。（時音7回）→7時
（2）「高い音+低い音」が1秒毎に2回鳴ります。（15分音2回）：30分
（3）「低い音」が1秒毎に2回鳴ります。（分音2回）：2分

アラームの合せ方

＜アラーム1＞　1回鳴り終わるとアラームセットは自動的に解除されます。

（例）今日の午後4時00分にアラームが鳴るようにしたい

（1）Cボタンを押してモード針をAL-1に合わせます（りゅうずは通常位置のままです）。

（2）Bボタンを押してアラームセット時・分針を午後4時00分に合わせます。このとき午前／午後識別針が午後になっている
ことを確認して下さい。
※Bボタンを押すと同時にアラームON／OFF針がON状態を示します。

（3）Cボタンをモード針が曜針を指すまで押し続けて通常表示に戻します。

＜アラーム2＞　1度アラームをセットすれば、毎日基本時計がセット時刻と一致するたびにアラームが鳴ります。

（例）毎日午前6時00分にアラームが鳴るようにしたい

（1）Cボタンを押してモード針をAL-2に合わせます（りゅうずは通常位置のままです）。

（2）Bボタンを押してアラームセット時分針をセットしたい時刻に合わせます。このとき午前／午後識別針が午前を示してい
ることを確認して下さい。
※Bボタンを押すと同時にアラームON／OFF針がON状態を示します。

（3）Cボタンをモード針が曜針を指すまで押し続けて通常表示に戻します。

（例）基本時計が東京の現在時刻午後5時30分のとき、ローカルタイムをパリの現在時刻
　　 午前9時30分に合わせたい

（1）Cボタンを押してモード針をL-TMに合わせます（りゅうずは通常位置のままです）。

（2）Bボタンを押してローカルタイム時分針を午前9時30分に合わせます。このとき午前／午後識別針が午前を示しているこ
とを確認して下さい。
※30分単位で設定ができます。

（3）Cボタンをモード針が曜針を指すまで押し続けて通常表示に戻します。（3）Cボタンをモード針が曜針を指すまで押し続けて通常表示に戻します。

＜ローカルタイム＞　時差のある国の時刻を設定することができます。

＜ローカルタイムアラーム＞　ローカルタイムにおいて1度アラームをセットすれば、毎日ローカルタイムがセット
　　　　　　　　　　　　　　時刻と一致するたびにアラームが鳴ります。

（例）パリ時間午前10時00分にアラームが鳴るようにセットしたい

（1）Cボタンを押してモード針をL-ALに合わせます（りゅうずは通常位置のままです）。

（2）Bボタンを押してアラームセット時分針を午前10時00分に合わせます。このとき午前／午後識別針が午前を示している
ことを確認して下さい。
※Bボタンを押すと同時にアラームON／OFF針がON状態を示します。

（3）Cボタンをモード針が曜針を指すまで押し続けて通常表示に戻します。

※Bボタンは1回押すごとに1分進み、押し続ければ早送りします。※Bボタンは1回押すごとに1分進み、押し続ければ早送りします。
※すべてのモードは約1分間放置すると自動的に通常表示に戻ります。

アラーム1・・・・約10秒間鳴ります。

アラーム2・・・・アラームセット時刻の時間帯によりそれぞれ鳴る音が異なります。
　・朝　　4：00～11：59（約14秒間鳴ります）
　・昼　　12：00～17：59（約15秒間鳴ります）
　・夜　　18：00～3：59（約16秒間鳴ります）

ローカルタイムアラーム・・・約16秒間鳴ります。

※アラーム音を途中で止めたい時には、A・B・Cどのボタンを押しても止まります。※アラーム音を途中で止めたい時には、A・B・Cどのボタンを押しても止まります。

アラームの鳴り方について
各モードによって鳴り方が異なります。

Cボタンを押してモード針をキャンセルしたいモードの位置に合わせた状態でAボタンを押すとアラームONからOFFに切り替
わります。

アラームをキャンセルしたいとき

秒修正

秒修正の方法
秒を修正したいときは次の操作で簡単に修正が
可能です。

下記の操作で基本時計と副時計（ローカルタイ
ム）の両秒針を同時に現時刻に合わせます。

（1）Cボタンを数回押してモード針を｢SEC0｣
に合わせます（りゅうずは通常位置のままです）。

（2）時報などに合わせ（2）時報などに合わせてAボタンを1回押す
と2つの秒針は下図のように運針をして正しい
時刻を刻みはじめます。

（3）Cボタンを押して通常位置に戻して完了で
す。　
※2分以上放置しておくと自動的に通常表示に
戻ります。

基準位置の確認と合わせ方

時計が正しく作動しない場合には基準位置の確認を行い、合っていない場合はオールリセットを行ったあと、各針の基準位置
合わせを行ってください。電池交換後もオールリセット、基準位置合わせが必要です。

※オールリセット後、基準位置合わせを行わないままりゅうずを押し込むと、日針が逆回転し、基準位置合わせが未完了であ
ることをお知らせします。

基準位置の確認方法
―基準位置の確認―

（1） Cボタンを3秒以上押したとき、各針が下記の位置を示すことを確
認します。

 日針・・・・｢31日｣位置
 曜針・・・・｢SUN｣位置
 ローカルタイム・・・・｢12：00｣位置
  午前／午後識別針・・・・｢AM｣位置

※基準位置にない場合は、オールリセット、及び基準位置合わせが必要で
す。
※20秒以上経過すると通常位置に戻ります。またA、B、C、いずれかの
ボタンを押しても通常表示に戻ります。

―オールリセット―

（1）りゅうずを2段引きにします。

（2）A、B、Cボタンを同時に2秒以上押して放します。

（3）日針、曜針、ローカルタイム針の順に運針した後、確認音が鳴りオ
ールリセットが完了したことを知らせます。

基準位置合わせ
―基準位置合わせ―

（1）Aボタンを押して日針を「31日」（12時）の位置に合わせます(り
ゅうずは2段引きの状態です)。

（2）Bボタンを押して午前／午後識別針を「24時近く」にして副時計（
ローカルタイム）を「12時00分」に合せます。

（3）Cボタンを押して曜針を「SUN」に合わせます。
※曜針が「SUN」より上の位置に出ている場合がありますが「SUN」の※曜針が「SUN」より上の位置に出ている場合がありますが「SUN」の
枠内に合わせなおして下さい。

（4）りゅうずを通常位置に押し込み、午前／午後識別針が０時を示せば
完了です。

※A、B、Cボタンとも押し続けると早送りします。
基準位置合わせ後は、基本時計、副時刻、カレンダーを正しく合わせ直し
てからご使用ください。


